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概要
優れた建設の専門家チームを作るだけでは、今日の市場で競争力を維持するには不十分です。
世界でトップを走る建設会社は、多くの時間をかけてベンチマーキングを行い、ワークフロー
を調整しています。

なぜ、建設業におけるワークフローが重要なのでしょうか？製造業と同様に、複雑な建築プロ
セスで発生する小さなミスや遅延は、すぐに蓄積します。それぞれの建設チームは、小さな問
題が重大なスケジュールの遅れやコスト超過に発展しないように、ワークフローを測定し、定
量化する必要があります。しかし、チームはどのようにベンチマーキングを行うべきなので
しょうか?
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デジタル コンストラク
ション戦略の力
デジタル戦略は、もはや建設会社の広範
なビジネス ビジョンの一部ではなく、
会社のあらゆる主要な活動の中心、かつ
最前線であり続ける必要があります。建
設会社は、これまでデジタル戦略の導入
において他の業界に遅れをとっていたか
もしれませんが、追いつくべき時がやっ
て来ました。

建設にとって、優れたデジタル戦略を導
入するメリットは明らかです。マッキン
ゼーのレポートによると、建設業にお
けるデジタル変革1は、4% から 6% の
コスト削減と 14% から 15% の生産性の
向上をもたらす2可能性があると言われ
ています。これだけのメリットがありな
がら、これまでデジタル コンストラク
ション ツールを導入するエンジニアリ
ング会社や建設会社がほとんどなかった
のは不思議なことです。EY Global 社3

の調査によると、調査対象企業のうち、
2017 年の時点で明確なデジタル戦略を
有していると回答した企業は、全体のわ
ずか 25% でした。

多くの企業は、その選択肢の多さに圧倒
され、進行中のプロジェクトで手いっぱ
いで、社内アップグレードのための時間
が取れず、どこから手をつければよいの
かわからない状況にあります。建設業界
では、データのサイロ化が進んでいるこ
とも弊害となっているのでしょう。ファ
イル形式の矛盾、統合されていないソフ
トウェア パッケージ、ユーザ エラーな
どが、慣れないソリューションを導入し
ようと考えている建設チームにとっての
懸念材料です。デジタル戦略を導入する
際に、まずどこに焦点を当てるべきかを
確認する最良の方法は、企業のワークフ
ローの現状を評価することです。ワーク
フローを評価した結果として、ある企業
ではコミュニケーションの問題、別の企
業ではサプライヤーの問題があるかもし
れません。この情報から、企業はシステ
ムの導入が容易で、目に見える結果を生
み出すカスタム戦略ソリューションを作
成できます
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建設ワークフローの
ベンチマーキングを
行う目的とは?
建設業の一環として、性能指標を追跡す
るという考え方に慣れていない場合、余
計な仕事のように思えるかもしれませ
ん。しかし、競合他社と比較して、自分
の会社がどの程度うまくいっているのか
を本当の意味で知るためには、それに頼
るしかありません。売上高のような生
データには、コストや人件費、さらには
顧客満足度といった他の要素が比較検討
されていないため、あまり参考にならな
いからです。ベンチマーキングとは、
重要業績評価指標（KPI）を策定するた
め、作業者が作業に費やす時間など、
ワークフローに関する重要なデータを
定量化する試みです。KPI は、ゴルフの
スコアにかなり似ています。アンダー 
パーで回っていたら、そのコースはうま
くいっています。建物の特定部分の労働
に対する KPI が健全であれば、競合他

社と同等かそれ以上の成果を上げている
ことになります。もちろん、これは内部
計測値と比較するために、他のソースか
らのデータも必要であることを意味して
います。

多くの建設会社は、まず社内ベンチマー
キングを自分達で行い、ワークフローを
戦略化しようとします。競合ベンチマー
キングとは、同じ仕事をしている他企業
と比較して、自社がどのように競合して
いるのかを見るプロセスです。これは、
建設チームとその働き方についての正確
なデータを収集することにより可能とな
ります。これは、単にフォームに記入し
てもらったり、自分の仕事内容を報告し
てもらったりするだけで実現するもので
はありません。それぞれのベンチマー 
キングの機会を統合した、完全なデジタ

ル戦略ソリューションが必要になりま
す。コミュニケーションをデジタル化
し、ワークフローの一部を計画すること
で、競合ベンチマーキングに必要なほと
んどの情報をすぐに得ることができま
す。
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しかし、比較対象となる外部データがな
い場合、特定のタスクにかかる所要時間
を 5 分、10 分、あるいは 20 分のいず
れにするのが最適かを決定するには、ど
うすればよいでしょうか。競合他社が同
じ作業を 3 分でこなすのに対し、10 分
が最適だと判断するかもしれません。建
設の累積的な性質上、こうした小さな要
素が積み重なり、最終的にプロジェクト
の遅延や利益の損失が発生します。

ベンチマーキングによって収集された
データがあれば、人工知能（AI）の力
をさらに活用することができます。プ
ロジェクト データを実用的なインテリ
ジェンスに変換し、リスクを特定、定量
化、軽減することができます。機械学習
と AI による自動化されたアルゴリズム
がプロジェクトの重要なデータを分析
し、重要なトレンドとリスク要因を特定
します。これにより、プロジェクトの建
設が進み、よりコストのかかる要因とな
る前に、その問題を浮き彫りにするこ
とができます。Autodesk Construction 
CloudTM のような製品は、データをもと
に、チームがリスクを予測、防止、管理
することを可能にします。

デジタル コンストラクション ツールが
生成する情報をプロジェクト管理やベン
チマーキングに活用するのです。過去の
プロジェクトに関する情報により、請負
業者は、マージン、安全性、顧客満足度
といった一般的な成功指標を超えて、実
際にどのような成果を上げたかを確認す
ることができます。これは、請負業者
が「どこをどのように改善すればいい
か?」という質問に答える助けとなりま
す。新しいツールの導入、業務の標準
化、より近いサプライヤーへ変更するこ
とのように単純なことかもしれません。
このような合理化のチャンスを生かした
企業は、個々に恩恵を受けるだけでな
く、業界全体を変革する道を切り開くこ
とになるでしょう。
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デジタル コンストラクション
戦略とベンチマーキング 
活動への焦点の当て方

情報提供依頼（RFI）
情報提供依頼は、建設チームや関係者全
員にとって不可欠なコミュニケーション
ツールですが、その数が多すぎると、遅
延を引き起こしたり、完全に停止してし
まったりします。情報提供依頼の多く
は、ワークフローやコミュニケーション
方法を改善するだけで、削減することが
可能です。サイロ化を解消し、プロジェ
クト データへのアクセスを再分配する
ことにより、チーム メンバーは自ら正

もちろん、一般的な大手建設会社であれば、測定や追跡を行う KPI の候補は何百種類も思いつくで
しょう。しかし、ほとんど意味のない統計に時間を費やしても、重要な数値を見つけ出すことはか
えって難しくなります。オートデスクと Dodge Data and Analytics 社が共同で作成した調査レポー
トでは、建設会社やエンジニアリング会社がベンチマーキングを行う上で最も重要であるとする 7 つ
の異なる KPI4が示されました。

確な情報にアクセスできるようになり、
結果として多くの情報提供依頼を排除す
ることができるのです。すべての情報提
供依頼は何らかの形でレビューおよび回
答する必要があるため、ごく一部でも排
除できると時間の節約につながります。
情報提供依頼の数値が変わらなかったと
しても、適切なテクノロジーを導入して
情報提供依頼のプロセスを合理化すれ
ば、遅延や不要なコストを削減すること
ができます。5 
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変更管理
情報提供依頼が潜在的な変更管理に代わ
ることはよくあることで、変更管理プロ
セスの管理状況を確認することも、追跡
すべきもう 1 つの重要な KPI です。あ
らゆる規模や専門分野の建設会社が、こ
の指標を何らかの形で追跡する必要があ
ります。変更管理が不十分だと、手戻り
作業や顧客の不満につながる可能性があ
ります。コスト管理機能を備えた建設管
理プラットフォームを活用することで、
承認プロセス全体にわたる変更管理の追
跡を改善し、支払関連項目への影響の詳
細や過去の基準点を確認することができ
ます。

建設ドキュメント
情報提供依頼、増減管理、計画、図面、
検査メモ、コメントなど、1 つの建設プ
ロジェクトに関する個別のドキュメント
が何百と発生することも珍しくはありま
せん。これらのドキュメントのすべてを
追跡することは、実際物理的な建物を建
設するのと同じくらい大変な作業である
ことも珍しくはありません。ドキュメン
トの紛失や古いドキュメントは、建設プ
ロセスを遅らせ、無駄や手戻り作業を生
じさせます。ベンチマーキングを行うに
あたっては、ドキュメントの管理状況
と、過剰な書類仕事を最小限に抑えるた
めに何が行われているかの両方を評価す
る必要があります。ミスが発見される頻
度と、更新されたドキュメントが浸透す
るまでの時間を追跡することにより、こ
の KPI を追跡することができます。最

後に、機密情報の盗難や紛失の危険がな
いように、ドキュメントの保管と破棄状
況を追跡することも重要です。

スケジュール管理 
スケジュール管理は、建設プロジェクト
の最初に一度だけ行われるプロセスでは
ありません。労務管理、キャッシュフ
ローの予測、資材の発注と納品など、効
果的かつ効率的にプロジェクトを進める
ためには、定期的に、そして大きな変更
があるたびに、スケジュールを更新する
ことが不可欠です。スケジュールの重複
や遅延がプロジェクトの予算に与える影
響も忘れてはなりません。

適切なスケジュール管理にはデータが
不可欠であり、中心となるチーム メン
バーとサブコン業者をつなぐシームレス
な通信システムも必要です。適切なデー
タがなければ、プロジェクトの進捗を振
り返ることも、残りの作業と比較するこ
ともできません。TrackVia 社の報告に
よると、残念なことに 47% の施工管理
者が今もなおデータ収集に手動システム
を使用しています。特に、管理者がいく
つもの異なる部門やサブコン業者の仕事
を調整しなければならない場合、手作業
によるスケジュール管理には毎週何時間
もの時間がかかっています。スケジュー
ル管理をサポートし、それを最新のプロ
ジェクト データとつなぐ機能をもつソ
フトウェアを使用することで、貴重な経
営資源をより効率的に活用することがで
きます。

検査と安全性指摘事項
建設プロジェクトにおける安全性指摘事
項は、現場の作業員だけでなく、その周
辺に住む人々にも影響を与える可能性が
あります。指摘事項がプロジェクトの完
了から何年も経って発生することもあ
り、その場合においても、建設会社は過
失に対する責任を問われることになりま
す。検査や安全性指摘事項をベンチマー
キングし、会社全体を危険にさらしてい
ないことを確認することが重要です。安
全や検査を管理するためのソフトウェア
の活用については、ゼネコンの半数以上
（53％）がプロジェクトの半分以上で
使用していると回答しています。もし、
このような目的によるソフトウェアの使
用をしていない場合、考えを改めるべき
時だと言えます。
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完了プロセス
完了および引き渡しのプロセスは、建設
プロセスの中で最も課題の多いプロセス
の 1 つです。構造物の設計やシステムに
関する適切なドキュメントがなければ、
最終的なテナントや所有者への引き渡し
は非常に難しくなります。パンチ リス
トは、顧客満足度を高め、プロジェクト
の最終段階における時間ロスを減らすた
めに重要となる細部の仕上げ作業を行う
際に役立ちます。しかし、このような細
かいことや小さな仕事を手作業で追いか
けるのは、骨の折れる作業です。建設ソ
フトウェアは、無数のパンチ リストの
管理を容易にするだけでなく、この領域
に関するプロジェクトの KPI を追跡可
能にします。完了プロセスで遅れを取ら
ないようにしましょう。

労働生産性
建設会社が最も重視する傾向にある KPI 
が労働生産性であり、良い意味での変化
です。ただし、生産性に影響を与える他
の KPI を調査せずに、生産性の計測だ
けに注力しても、何を修正すればよいか
部分的にしかわかりません。6 労働生産
性は、効率を低下させる多くの要素と合
わせて追跡する必要があります。病欠者
のデータを、トレーニングの必要性また
は労働災害による生産性の損失に分けて
考えることで、何がチームの足かせに
なっているのか、正確に把握することが
できます。労働生産性の指摘事項は、複
雑な情報提供依頼や扱いにくい変更管理
と結びついていることが多いので、可能
な限りこの 2 つの KPI を結びつけ、互
いにどのような影響を与えあっているか
を確認することが重要です。また、各グ
ループ メンバーのパフォーマンスを把
握することで、グループ内で対処すべき
弱点が明らかになります。

その他に追跡すべき KPI とは?
チームにとって重要な KPI を特定し、追加
します。一般的なアイディアとして以下の
ようなものがあります。

	• 各プロジェクトで発生したミスの数量
やそれによるプロジェクト予算および
スケジュールへの影響などの品質管理

	• 完了時の KPI の追跡によく含まれて
いる、プロジェクトに対する総合的
顧客満足度

	• プロジェクトごとの総利益が減少する
可能性のある予測や供給価格設定の誤
りを正確に把握することが可能となる
コスト見積もり対実コストの比較値

	• プロジェクトにおける日次、週次、四
半期ごとの業務完了率を把握

	• さまざまな種類のプロジェクトの利益
率により、企業は他よりも適合性の高
い特定の分野に焦点を当てることがで
きます

Autodesk Construction Cloud のようなソ
フトウェアを使用することで、KPI をより
適切に追跡し、建設ワークフローを最適化
することができます。データを追跡するた
めだけに手作業を増やすのではなく、デー
タを一元化してベンチマーキングを可能に
するソフトウェアを選びます。オートデス
クなら、データを管理し、最大限に活用す
ることができます。
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現状を把握する
新たなデジタル コンストラクション戦略を立てる前に、自社の現状を把握することが
重要です。幸いなことに、オートデスクの無料ツールを使えば、簡単にチェックするこ
とができます。

最も重要な KPI に関して言えば、このツールには他社に対して建設会社自身を 15 分で評
価する機能が含まれています。この評価機能は、業界の競合他社とどのように張り合って
いけばいいのかをパーソナライズされたレポートにより提供するものです。

評価を開始する

https://www.autodesk.com/bim-360/kpi-construction-health-check-tool/


11 

参考資料 
[1]	 テクノロジー、人材、プロセス: 建設業のデジタル トランスフォーメーションにおける 3 つの柱 

Stephanie Ho、オートデスク、2019 年 11 月 18 日

[2]	生産性革命による建設業の再創造 
McKinsey & Company 社、2017 年 2 月 27 日

[3]	エンジニアリングおよび建設会社による、デジタル技術のビジネス普及法 
EY 社

[4]	建設ソフトウェアによる KPI の 最適化 
オートデスク、2019 年 11 月 4 日

[5]	デジタル戦略プレイブック: 建設業界の情報提供依頼 
Kristen Sylva、オートデスク、2020 年 1 月 13 日

[6]	デジタル戦略プレイブック: 建設業界の 生産性 
Kristen Sylva、オートデスク、2020 年 2 月 10 日

https://constructionblog.autodesk.com/construction-digital-transformation/
https://www.mckinsey.com/industries/capital-projects-and-infrastructure/our-insights/reinventing-construction-through-a-productivity-revolution
https://www.ey.com/Publication/vwLUAssets/EY-Digital-survey/$File/EY-Digital-survey.pdf
https://bim360resources.autodesk.com/optimizing-your-construction-kpi/kpis-of-construction-report
https://constructionblog.autodesk.com/construction-rfis/
https://constructionblog.autodesk.com/construction-productivity/


12 

建設ワークフローを評価するためのガイド

コネクテッド コンストラクションの未来を覗いてみましょう
construction.autodesk.com

2018 年に、オートデスクはお客様のデザイン＆創造の未来を支援するために、施工を主要な注力分野とすることを発表しました。この実現にむけ、
Autodesk Construction Solutions と呼ばれる施工業務特化の最高経営幹部レベルの組織が誕生しました。製品開発、カスタマー サクセス、マーケティン
グ、現場作業で構成された、ユニークな体制です。この組織は市場のスピードに敏感に反応するように設計されており、顧客が他のソリューション プロバ
イダと公平な競争ができるようにします。Autodesk Construction Solutions は、設計から計画、そして施工から運用まで、建設ライフサイクル全体をカ
バーする製品を提供します。Assemble、BIM 360、BuildingConnected、そして PlanGrid などのクラウドベースのソリューションをまとめた Autodesk 
Construction Cloud もこれに含まれます。

当社のビジョンは、建設業界を活気で満たすことです。そうすれば予測性と生産性は指数関数的に増大し、現場での無駄はそれに比例して減少します。今こ
そプラットフォームを活用して業界の変革を進める時です。現在、建築やインフラストラクチャのニーズが、世界中で急速に高まりつつあります。建設を予
測可能で、安全かつ持続可能なものにできるように手助けすることがオートデスクの使命です。

http://construction.autodesk.com


オートデスクのソフトウェアを使用すれ
ば、あらゆることが可能になります。物
作りの未来がここにあります。設計、製
造、使用の方法が劇的に変化します。建
築、エンジニアリング、建設、製造、メ
ディア、エンターテイメントといった、
あらゆる業界に破壊的イノベーションが
起きています。適切な知識とツールを活
用することで、その破壊的イノベーシ 
ョンをチャンスにできます。当社のソフ
トウェアは、設計のプロ、エンジニア、
建築設計者からデジタル アーティスト、
学生、愛好家に至るまであらゆる人に活
用されています。オートデスクの社員、
カスタマー、パートナー、コミュニティ
を含めた、すべての職種を連携する新し
い取り組みを行っています。われわれの
最終的なゴールは、人々が想像し、デザ
インし、より良い世界を実現するチャン
スを拡大することです。
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